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L診断領域線量計撰準 セ ン ター の紹介ノ　ー

北陸にお ける校正 セ ン タ
ー の現状

金沢大学医学部保健学科　　越 田　吉郎

1、施設名

　金沢大学医学部保健学科放射線技術科学専攻

　金沢大学医学部保健学科 1号館 1階 1107室（放

射線設備実習室皿）に設置 され て い ます X 線発生

装置で校正 を行い ます．

2 ．住所

　〒 920−0942金沢市小立野 5 丁 目 11番 80 号

金沢

奨爾
工芸 大学

　　 　　 　　 　　　 　 小立野

　　 金沢大学　 　 トンネル
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3 ．電話番号

　TELO76 −265−2523　越田（研究室）

　自家用車で 線量計 を持ち込まれた とき， 駐車ス

ペ ース を ご案内 します。保健学科の事務室か ら小

生 の研究室 に 電話連絡す る か，電子メ
ー

ル 依頼時

にお知 らせする小生 の 携帯電話 か ら連絡 して くだ

さい ．また ， 当保健学科 はセ キ ュ リテ ィ保持の た

め
， 平 日の 20 時以降お よ び ウ ィ

ーク エ ン ド ・日

曜 ・祭日は入校用カ ードが ない と施設 に入 れ ない

こ とに な っ て い ます．

4 ．担当者

越 田吉郎（責任者 ， 取扱担当者）

5．校正依頼方法

電子 メ
ー

ル で の 依頼を原則に します．

kosida　 kenroku　kanazawa −u．ac ．

　依頼の メ ール を受信後 ， 早急に返事 をする予定

で すが，もし 2
， 3 日以上 返事が なければ電話で

確認 して くだ さい ．電話で の 依頼だ と
， 小生の 講

義や学会出張 で 留守に して い る可能性 があ ります

の で
， 連絡が 遅れ ます．以下 に電子 メ

ー
ル 依頼す

る ときの必要事項を列挙 します．

　（1）依頼施設名

　（2）依頼者名

　（3）依頼者 の 電子 メ
ー

ル ア ドレ ス 及び電話番号

　（4）メ ール の件名に 「校正依頼」 と明記

　（5）校正 希望 日（複数日 を記載 し て ほ しい ）

　（6）線量計の メ
ー

カ
ー
名及び型式

　（7）校正依頼 の エ ネ ル ギ
ー

領域及び線量 ・線量

　　 率電子 メ
ー

ル で の 依頼が不可能で あれば，

　　 書面に て 依頼 して ください ．電話で は不在

　　 の ときがあ ります．

6．利用注意事項

　（1）依頼者ある い は 線量計担 当者 の い ずれかが

　　線量計を持参する こ と．線量計の み郵送 し，

　　校正 を依頼する こ とは不可で す．郵送時に お

　　ける線量計 の 故障を補償で きない こ とと
， 当

　　施設 ス タ ッ フ の 操作 に よ り不 具合が生 じた

　　場合の 修理を担保で きない か らで す．
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（2）線量計の校正時に は依頼施設の 立会 い 人が

　同席する こ と．誤操作に よ り不具合が 生 じた

　 とき，当施設が責任 を負 うこ とが で きませ ん ．

（3）校正前 に は，線量計の動作確認，基本的な操

　作に異常が ない こ との 確認，電池の 消耗具合，

　ケ
ー

ブ ル の 損傷確認 などを行 っ て お い て く

　 だ さい ．

（4）以前校正 を行 っ て い れば，その校正定数な ど

　 を証 明 した書類の複写を，校正時に持参 して

　 くだ さい 。

（5）校正 時 に ，被 ば くす る恐れがあ りますの で
，

　個 人被ば くモ ニ タ
ー

を持参して くだ さい ．

（6）当施設で の 校正 を行う場合 ， 線量計の 持込

　 み ある い は旅費な どの 諸経費は すべ て 自己

　 負担 とい うこ とをご了承 ください ．

7．保健学科の 1号館 1階 1107室に つ い て

　　当保健学科は平成 7年 10 月に発足 しました．

前身の 金沢大学医療技術短期大学部 の 建物が そ

　の まま保健学科の学び舎 とな っ て い ます．数年

前 に耐震強化 の ため補強工事を行 っ て い ますが
，

基本的間取 りは医療短大 の ときそ の ままで す．

　 校正室 として使用する 1号館 1階 1107 室 は

高電圧発生装置がある 3室の うちの 1室で す．

　卒業生 で記憶のある 人は多軌道断層の あっ た部

屋 と思 い 出す こ とで しょ う．校正概要を図 1 に

示 します．

　　　　　図　 1　　 校正概 要

高精度 レール 台 の 上 に線量計を設置 し，レ
ー

ザ
ー

光 に て位置を合わせ て い ます．

X 線発生装置に 関 して は，

制御器

管球

　絞 り　R −20

　付加濾過　LlmmAl

　70kV で 半価層 3．01mmAI ± 0．lmmA1 以上 の も

の を整備 し て い ます ．

温度気圧補正 に 関して は
，

　温度計　二 重管標準量跛 計 0〜50℃（目量 0．1℃）

　20℃ で 器差　＋O．08℃

　気圧 計　フ ォ ル タ ン 水銀気圧計

　　　　　870〜1090hPa 精度 ±0．5mmHg

　気象庁　（金沢地方気象台 ・施 設の 緯度）

　　　　　地方気象台 は 海抜 5．7m ， 兼六園は海抜

　　　　　53m （lm 当 り0．120hPa の補正 ）

　ア ネ ロ イ ド気圧計などの 条件か ら補正 を行 っ て

い ます．

UDI50LR 　n（IRF400 −150）

CIRCLXO ．6！1．2Pl8DE −80S

lnh．Filt　1．5mmAl

LOmmA1

8．校正 の場に関 して

　 X 線発生装置お よび出力に つ い て 案内し ます．

　 コ ン トロ ー
ラ で の指示管電圧 と校正 した管電圧

の 関係 を図 2 に示 します．また，管電圧 と半価層

の 関係 を図 3 に 示 します．図 4 に 校正定数を示 し

ます．

　なお ，校正時に学部生お よ び大学院生が同席 い

た します．教育的配慮か ら校正 の補助 の た め で す．
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指 示 管電圧（kV ）

図 2 管 電圧 の校 正
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ご 来澤を歓迎 い た します．

「あかあか と　 日は 難面 も 秋 の 風」（芭蕉）
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　 　 　 　 　 　 管電圧 （kV）

　 　 　図3 管電圧 と半 価 層の 関係
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　　　　 図4 校 正 定数
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